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1．背景と研究目的 

固形燃料として使用される炭素材料の開発を行っている。炭素材料はグラファイトを含む層構造や、

密度変化や気孔の有無など多くの形態が確認されている[1]。今回は、各種炭素材料だけではなく、鋳造

溶解時に副産物として生成する廃棄物でもある溶解ダストと焼却灰を 1300℃以上の高温で溶融したと

きに生成する溶解スラグの再利用を目的とし、小角 X 線散乱分析による構造評価を行った。溶解ダスト

や溶解スラグに含まれる結晶と、その密度変化や形状および分布について知見が得られるかどうかを検

討した。 

 

2．実験内容 

測定はあいちシンクロトロン光センターの BL8S3 を使用し、カメラ長 45.5cm、波長 0.92Å(13.5keV)、

検出器は R-AXIS を使用した。測定時のビームサイズは横 0.92 mm、縦 0.39 mm とした。測定サンプル

は燃料として使用される各種炭素材料と溶解ダストや溶解スラグ等で、すべて乳鉢で粉末状にし、カプ

トンテープではさんだ厚さ 1 mm、φ3 mm の樹脂容器に入れた。露光時間は 300 秒とし、測定時のビー

ムサイズは横 0.92 mm、縦 0.39 mm とした。 

 

3．結果および考察 

溶解ダストと溶解スラグの小角 X 線散乱スペク

トルを Fig.1 に示す。どちらのスペクトルにも特に

周期構造を示す膨らみは観察されなかった。 

Q が 0.6～1 nm-1 までについてギニエプロットを

とり、下記の関係式より慣性半径(Rg)を求めた。 

I=I0exp(-Q2Rg2/3)    (1) 

その結果、溶解ダストと溶解スラグのの慣性半径

はそれぞれ、1.97 nm、1.52 nm であった。構成す

る粒子の構造を半径Rの球形と仮定するとRgとR

の関係 

    Rg=(3/5)1/2R         (2)                

より、溶解ダストと溶解スラグを構成する粒子の 

半径は、それぞれ 2.6 nm、2.0 nm となった。 
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Fig.1 小角 X 線散乱スペクトル 


